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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インバータ装置の有する複数の機能に対応して準備された各種のパラメータをパラメー
タ番号とともに表示部に表示させ、各種のキーを操作することによって前記パラメータの
設定を行うパラメータ設定装置を備えたインバータ装置において、
　複数のパラメータごとに共通に付した番号と、前記共通に付した番号を備えるパラメー
タ内で各パラメータを特定するための番号とで構成された前記パラメータ番号と、
　前記共通に付した番号と前記各パラメータを特定するための番号のうち、いずれか一方
のみを選択し、かつ選択された側の番号のみを前記キー操作によって変更可能にする機能
と、
　前記パラメータ番号を表示しつつ前記選択された番号がどちらの側の番号であるかを示
す機能と、
　前記選択された側の番号のみを前記キー操作によって変更した際には、前記変更に応じ
た機能名を合わせて変更表示する機能と、
　を備えたことを特徴とするインバータ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、インバータ装置の有する複数の機能に対応して準備された各種のパラメータ
をパラメータ番号とともに表示部に表示させ、各種のキーを操作することによって前記パ
ラメータの設定を行うパラメータ設定装置を備えたインバータ装置に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
交流電動機を可変速制御するためのインバータ装置では、交流電動機の特性を要求される
仕様と合わせるために様々なパラメータを設定する必要がある。そのため、インバータ装
置には、各種のパラメータを設定するためのパラメータ設定装置が備えられていて、ユー
ザはこのパラメータ設定装置を用いて各種のパラメータの設定、変更および確認を行って
いる。
【０００３】
このようなパラメータ設定装置の外観を図１０に示す。このパラメータ設定装置には、表
示部３０と、ＥＳＣキー３１、ＤＡＴＡ／ＥＮＴＥＲキー３２、右シフトキー３３、ＵＰ
キー３４、ＤＯＷＮキー３５、ＲＵＮキー３６、ＳＴＯＰキー３７、ＭＥＮＵキー３８等
の各種の操作部とが備えられている。符号が付されていない他のキーは本発明の説明には
特に関係しないためその説明は省略する。
【０００４】
このパラメータ設定装置では、各種のキー３１～３５を操作することによりパラメータの
設定、確認が行われる。そして、ＲＵＮキー３６を操作することによりインバータ装置の
始動が行われ、設定されたパラメータに応じて交流電動機の制御が行われる。そして、Ｓ
ＴＯＰキー３７を操作することによりインバータ装置は停止する。また、ＭＥＮＵキー３
８を操作することによりパラメータ装置の各種のモード切替が行われる。
【０００５】
従来のパラメータ設定装置では、インバータ装置の有する複数の機能に対応して準備され
た各種のパラメータがパラメータ番号とともに表示部３０に表示されれる。インバータ装
置の操作者は、設定値を変更したいパラメータを表示部３０に表示させ、そのパラメータ
の設定値の変更を行う。
【０００６】
インバータ装置には設定しなければならない数多くのパラメータがある。例えば、パラメ
ータが１４１種類ある場合に、そのパラメータの機能名をパラメータ番号順に配列したも
のを図１１に示す。また、図１２は、パラメータ番号と機能説明テキストの表示例であり
、ＵＰキー３４あるいはＤＯＷＮキー３５を操作することにより図１２に示されたように
、パラメータ番号とその機能名がスクロールして表示される。
【０００７】
そして、ある機能のパラメータの値を変更したい場合には、変更したいパラメータのパラ
メータ番号および機能名を表示部３０に表示させ、ＤＡＴＡ／ＥＮＴＥＲキー３２を操作
することによりパラメータの値を変更するためのモードに移行する。そして、そのモード
においてパラメータの値の変更が終了すると、ＥＳＣキー３１を操作することにより元の
機能名が表示されるモードに戻ることができる。
【０００８】
この従来のインバータ装置におけるパラメータ設定装置では、インバータ装置の複数の機
能のうちのある機能のパラメータを変更する場合、インバータ装置の操作者は、変更を行
うとするパラメータ番号およびパラメータの機能名が表示されるまで、ＵＰキー３４また
はＤＯＷＮキー３５を操作しなければならず多くの操作回数を必要とし操作が煩雑であっ
た。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来のパラメータ設定装置では、設定されている値を変更したいパラメータを表
示させるためには多くの操作回数を必要とし操作が煩雑であるという問題点があった。
【００１０】
　本発明の目的は、インバータ装置のパラメータの設定変更を行うために必要な操作回数
を削減して、操作性の向上したインバータ装置を提供することである。
【００１１】
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【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明のインバータ装置は、
　複数のパラメータごとに共通に付した番号と、前記共通に付した番号を備えるパラメー
タ内で各パラメータを特定するための番号とで構成された前記パラメータ番号と、
　前記共通に付した番号と前記各パラメータを特定するための番号のうち、いずれか一方
のみを選択し、かつ選択された側の番号のみを前記キー操作によって変更可能にする機能
と、
　前記パラメータ番号を表示しつつ前記選択された番号がどちらの側の番号であるかを示
す機能と、
　前記選択された側の番号のみを前記キー操作によって変更した際には、前記変更に応じ
た機能名を合わせて変更表示する機能と、
　を備えたことを特徴とする。
【００１２】
本発明によれば、パラメータ番号をそれぞれ独立に変更可能な概略機能番号と詳細機能番
号とから構成するようにして、設定値を変更したいパラメータを少ない操作回数で表示で
きるようにすることによりパラメータ設定の際の操作回数を大幅に削減して操作性の向上
を図ることができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。図１は、本発明の一
実施形態のインバータ装置におけるパラメータ設定装置におけるパラメータ番号の構成を
示す階層図である。
【００１７】
本実施形態のインバータ装置におけるパラメータ設定装置の外観は図１０に示したものと
同様となっていて、パラメータ番号の構成および設定変更したいパラメータを表示させる
場合の操作方法のみが従来のものと異なっている。
【００１８】
本実施形態のパラメータ設定装置では、図１に示されるように、パラメータ番号は、それ
ぞれ独立して変更可能な概略機能番号と詳細機能番号とから構成されている。概略機能番
号とは、機能が類似している複数のパラメータに共通に付した番号である。詳細機能番号
とは、同一の概略機能番号が付されている複数のパラメータの内から各パラメータを特定
するために１つのパラメータに対して付される番号である。各パラメータには、設定でき
る値として、図２に示されるような値が定義されている。
【００１９】
本実施形態のパラメータ設定装置では、概略機能番号と詳細機能番号とから構成されるパ
ラメータ番号が、その機能名とそのパラメータに設定されている値とともに表示部３０に
表示される。そして、概略機能番号が選択されている場合にＵＰキー３４またはＤＯＷＮ
キー３５が操作されると概略機能番号のみが変化し、詳細機能番号が選択されている場合
にＵＰキー３４またはＤＯＷＮキー３５が操作されると詳細機能番号のみが変化する。
【００２０】
図３（ａ）は、パラメータ番号Ｂ１－０１の概略機能番号が選択されている際にＵＰキー
３４またはＤＯＷＮキー３５を入力したときのパラメータ番号表示の遷移図を示したもの
である。図３（ｂ）は、パラメータ番号Ｂ１－０１の詳細番号０１が選択されている際に
ＵＰキー３４またはＤＯＷＮキー３５を入力したときのパラメータ番号表示の遷移図を示
したものである。
【００２１】
概略機能番号、詳細機能番号のいずれかが選択されていることを示すために、本実施形態
のパラメータ設定装置では、概略機能番号、詳細機能番号のうち現在選択されている機能
番号を点滅させるようにする。しかし、本発明はこのような場合に限定されるものではな
く、他の表示方法により選択されている機能番号を示すようにしてもよい。以下の図では



(4) JP 4492769 B2 2010.6.30

10

20

30

40

50

、番号等が点滅していることを示すために“　”を用いる。例えば、概略機能番号Ｂ１が
点滅している場合には、“Ｂ１”として表示する。
【００２２】
また、本実施形態では、概略機能番号の選択と詳細機能番号の選択を切替えるために右シ
フトキーを使用する。
【００２３】
図４は、概略機能番号の選択と詳細機能番号の選択を切替える操作を説明した図であり、
右シフトキー３３を操作する度に概略機能番号Ｂ１の点滅と詳細機能番号０１の点滅がサ
イクリックに切り替わるようにした場合を用いて説明する。そして、表示されているパラ
メータの設定値を変更しようとする場合にはＤＡＴＡ／ＥＮＴＥＲキー３２を操作するこ
とにより設定値を変更するモードに移行する。その設定値を変更するモードでは、設定値
が点滅することにより設定値の変更ができることが示される。そして、この状態において
ＵＰキー３４またはＤＯＷＮキー３５を操作することにより設定値が切り替わる。そして
、設定値の変更が終了するとＥＳＣキー３１を操作することにより元のパラメータ表示画
面に戻ることができる。
【００２４】
　図５（a）は、概略機能番号Ｂ１が点滅している際に、ＵＰキー３４を操作することに
より概略機能番号がＢ２に変わり、概略機能番号Ｂ１の機能名である「周波数指令の選択
」から概略機能番号Ｂ２の機能名である「直流制動開始周波数」が表示されるようになっ
た状態を示す図である。また、図５（ｂ）は、概略機能番号がＢ１で、詳細機能番号が０
１が点滅している際に、ＵＰキー３４を操作することにより詳細機能番号が０１から０２
に変わり、詳細機能番号０１の機能である「周波数指令の選択」から詳細機能番号０２の
機能名である「運転指令の選択」が表示されるようになった状態を示す図である。
【００２５】
次に、図６から図９を参照して本実施形態のインバータ装置におけるパラメータ装置を実
際に実現する場合の手段をさらに詳しく説明する。
【００２６】
先ず図６において本実施形態のパラメータ設定装置の表示機能の階層を示す。本実施形態
のパラメータ設定装置では、図６に示すように、ＭＥＮＵキー３８を操作することにより
パラメータ設定装置のモードが切り替わるようになっている。ＭＥＮＵキー３８を操作す
ることによりモードは、ドライブモード、クイックプログラムモード、アドバンスプログ
ラムモード、ベリファイモード、オートチューニングモードと切り替わる。
【００２７】
ドライブモードは、インバータ装置を運転するモードであり、周波数指令、出力周波数、
出力電流、出力電圧等のモニタ表示、および異常内容、異常履歴表示等を行うことができ
るようになっている。クイックプログラムモードは、インバータの試運転に必要な最低限
の定数の参照、設定を行うためのモードである。アドバンスプログラムモードは、インバ
ータ装置の全ての定数の参照、設定を行うためのモードである。ベリファイモードは、プ
ログラムやオートチューニングモードにおいて初期値より変更された定数のみを表示する
モードである。オートチューニングモードは、モータ定数を自動設定するモードである。
【００２８】
また、本実施形態のパラメータ表示装置では、各概略機能、詳細機能、モード等毎にメッ
セージテーブルを設け、このメッセージテーブルに表示部３０に表示するためのメッセー
ジデータ等を格納するようにする。この各メッセージテーブルのつながりを図７に示す。
【００２９】
図７に示されるように、ＤＡＴＡ／ＥＮＴＥＲキー３２、ＵＰキー３４、ＤＯＷＮキー３
５等を操作することにより各メッセージテーブル間の遷移が行われる。
【００３０】
次に、図７中のメッセージテーブルの構造を図８に示す。図８において、“ｍｅｎｕｔｘ
ｔ”により示される領域は、表示部３０に表示するためのメッセージデータを格納するた
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めの領域であり、機能番号“Ａ１－００”の機能である“表示言語の選択”において選択
された文字列の表示を行うことができるように、複数言語のメッセージデータを格納して
いる。“ｐｒｅｖ”により示される領域は、ＤＯＷＮキー３５を操作したときに移動する
メッセージテーブルへのポインタを格納するため領域である。“ｎｅｘｔ”により示され
る領域は、ＵＰキー３４を操作したときに移動するメッセージテーブルへのポインタを格
納するため領域である。“ｇｏ”により示される領域は、ＤＡＴＡ／ＥＮＴＥＲキー３２
を操作したときに移動するメッセージテーブルへのポインタを格納するため領域である。
【００３１】
メッセージの表示は、メッセージテーブルのポインタ“ｔｈｉｓｍｅｎｕ”が指すメッセ
ージの機能番号“Ａ１－００”で示される機能により選択した言語を表示する。ＵＰキー
３４を押すと“ｎｅｘｔ”、ＤＯＷＮキー３５を押すと“ｐｒｅｖ”、ＤＡＴＡ／ＥＮＴ
ＥＲキー３２を押すと“ｇｏ”により示されるメッセージテーブルへポインタ“ｔｈｉｓ
ｍｅｎｕ”を移動する。
【００３２】
またＥＳＣキー３１が操作されたことにより上の階層へ戻る処理を行うために、メッセー
ジテーブル用のスタックを備えておく。ＤＡＴＡ／ＥＮＴＥＲキー３２を操作した際に、
“ｔｈｉｓｍｅｎｕ”に“ｇｏ”により示される領域に格納されているポインタを設定す
る前に、“ｔｈｉｓｍｅｎｕ”に現在設定されているポインタをスタックに格納しておく
。そして、ＥＳＣキー３１が押された際に、スタックに格納されているデータを“ｔｈｉ
ｓｍｅｎｕ”に設定することによりＤＡＴＡ／ＥＮＴＥＲキー３２が押される前のメッセ
ージテーブルへ戻ることができる。
【００３３】
次に、図７中の定数テーブルの構造を図９に示す。定数テーブルは、全ての定数、モニタ
、その他ＭＯＤＢＵＳでアクセスする変数に１対１に対応し、そのデータの詳細な情報を
格納するテーブルである。
【００３４】
図７中、“定数ＲＡＭのアドレス”により示される領域は、対応している定数が記憶され
ているＲＡＭのアドレスを格納するための領域である。“下限”により示される領域は、
定数設定の下限値を格納するための領域である。“上限”により示される領域は、定数設
定の上限値を格納するための領域である。“情報ビット”により示される領域は、定数の
サイズ等を表すビットを格納するための領域である。“定数計算アドレス”により示され
る領域は、定数計算の関数のアドレスを格納するための領域である。“スキャンＲＡＭの
アドレス”により示される領域は、定数計算後の値を格納するスキャンＲＡＭのアドレス
を格納するための領域である。“表示”により示される領域は、定数の表示桁と小数点位
置を格納するための領域である。“定数番号”により示される領域は、定数番号を数値に
より格納するための領域である。“レジスタス番号”により示される領域は、ＭＯＤＢＵ
Ｓレジスタ番号を格納するための領域である。“アクセスレベル”により示される領域は
、制御モード別にアクセスレベルを格納するための領域である。
【００３５】
本実施形態のパラメータ設定装置によれば、インバータ装置の操作者は、あるパラメータ
の設定値を変更しようとする場合、概略機能番号を用いて先ずそのパラメータの概略機能
を選択することにより大まかにパラメータを検索した後に、つづいて細かな詳細機能を検
索表示した後にパラメータの設定値の変更を行う。本実施形態のパラメータ設定装置によ
れば、上記のような操作を行うことにより、従来のパラメータ設定装置と比較してより少
ない操作回数で設定値の変更を行ないたいパラメータを表示させることができ、操作性の
向上を図ることができる。
【００３６】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、パラメータ番号をそれぞれ独立に変更可能な概略
機能番号と詳細機能番号とから構成するようにして、設定値を変更したいパラメータを少
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回数を大幅に削減して操作性の向上を図ることができるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態のパラメータ設定装置におけるパラメータ番号の構成を示す
階層図である。
【図２】本発明の一実施形態のパラメータ設定装置における各パラメータの種類を示す図
である。
【図３】本発明の一実施形態のパラメータ設定装置におけるパラメータの設定方法を説明
するための図である。
【図４】本発明の一実施形態のパラメータ設定装置におけるパラメータの設定方法を説明
するための図である。
【図５】本発明の一実施形態のパラメータ設定装置におけるパラメータの設定方法を説明
するための図である。
【図６】本実施形態のパラメータ設定装置の表示機能の階層を示す図である。
【図７】各メッセージテーブルのつながりを示す図である。
【図８】図７中のメッセージテーブルの構造を示す図である。
【図９】図７中の定数テーブルの構造を示す図である。
【図１０】従来のパラメータ設定装置の外観を示す図である。
【図１１】従来のパラメータ設定装置において用いられるパラメータ番号と各パラメータ
の機能との関係を示した図である。
【図１２】従来のパラメータ設定装置におけるパラメータの設定方法を説明するための図
である。
【符号の説明】
３０　　表示部
３１　　ＥＳＣキー
３２　　ＤＡＴＡ／ＥＮＴＥＲキー
３３　　右シフトキー
３４　　ＵＰキー
３５　　ＤＯＷＮキー
３６　　ＲＵＮキー
３７　　ＳＴＯＰキー
３８　　ＭＥＮＵキー
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